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1-1 環境における情報の活用 4-1 入居者の見守りのしやすさ
1-2 時間・空間の認知に対する支援 4-2 安全な日常生活の確保
1-3 空間や居場所のわかりやすさ ５．生活の継続性への支援の次元
1-4 視界の確保 5-1 慣れ親しんだ行動とライフスタイルの継続への支援
２．機能的な能力への支援の次元 5-2 その人らしさの表現
2-1 セルフケアの自立能力を高めるための支援 5-3 家庭的な環境づくり
2-2 食事が自立できるための支援 ６．自己選択への支援の次元
2-3 調理、洗濯、買い物などの活動の次元 6-1 入居者への柔軟な対応
３．環境における刺激の質と調整の次元 6-2 空間や居場所の選択
a. 環境における刺激の質 6-3 いすや多くの小道具の存在
3a-1 意味のある良質な音の提供 6-4 居室での選択の余地
3a-2 視覚的刺激による環境への適応 ７．プライバシーの確保の次元
3a-3 香りによる感性への働きかけ 7-1 プライバシーに関する施設の方針
3a-4 柔らかな素材の提供 7-2 居室におけるプライバシーの確保
b. 環境における刺激の調整 7-3 プライバシー確保のための空間の選択
3b-1 生活の妨げとなる騒音の調整 ８．ふれあいの促進の次元
3b-2 不適切な視覚的刺激の調整 8-1 ふれあいを引き出す空間の提供
3b-3 不快な臭いの調整 8-2 ふれあいを促進する家具やその配置
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ム利用者 457.4 千人のうち、要介護１が 3.0%、要介護２が 8.6%、要介護３が 20.3%、




合計した総数 1543.3 千人のうち、要支援１が 10.6%、要支援２が 13.9%、要介護１が















体の割合は、地方公共団体 1.1%、社会福祉法人 39.1%、医療法人 7.8%、社団・財団法
人 0.5%、協同組合 1.9%、営利法人 43.7%、NPO5.4%、その他 0.5% であり、経営組織
の多様性がみられる。
